
 
令和７年３月１９日 

東日本高速道路株式会社 

さいたま工事事務所 

所沢管理事務所 

 

      関越自動車道  高坂
たかさか

サービスエリア付近で 

令和７年３月２８日（金）に付加車線の一部運用を開始します 
 

ＮＥＸＣＯ東日本 さいたま工事事務所（埼玉県さいたま市）および所沢管理事務所（埼玉県所沢

市）は、     関越自動車道（以下、「関越道」）の高坂サービスエリア（以下、「ＳＡ」）付近での渋滞

対策工事を進めてまいりましたが、この度、令和７年３月２８日（金）に付加車線の運用を開始いたしま

すのでお知らせします。 

 

１． 運用開始区間・日時 

区間 日時 

 

関越道 

坂戸
さ か ど

西
に し

スマートＩＣ ⇒ 東松山
ひがしまつやま

ＩＣ 

（下り線） 

令和７年３月２８日（金） 

６時頃 

東松山
ひがしまつやま

ＩＣ ⇒ 坂戸
さ か ど

西
に し

スマートＩＣ 

（上り線） 

令和７年３月２８日（金） 

１４時頃 

 ※天候状況などにより、運用開始日時を変更する場合があります。 

 

２．位置図 

 

  

Ｅ１７ 

Ｅ17 

至 新潟 

至 東京 

下り線付加車線 

運用開始区間 

０．５ｋｍ 

上り線付加車線 

運用開始区間 

２．２ｋｍ 

Ｅ17 



 

 

３．渋滞対策事業概要 

関越道では、夏季混雑期、大型連休、行楽・スキーシーズンなど、交通量の多い時期に渋滞が

発生しています。この主な原因は、本線の下り勾配から上り勾配への変化点（サグ部）で車の速度

が低下することです。 

高坂ＳＡ付近に付加車線を整備することで、渋滞の緩和が期待できます。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

 

 

  

渋滞発生のメカニズム 

◆サグ部における渋滞発生のメカニズム 

後続車が連鎖的にブレーキ 

【渋滞発生】 

上り坂で速度低下 

渋滞対策（付加車線の設置） 

◆付加車線の設置により渋滞の緩和が期待できます。 

上り線の頂点 

サグ 
至 東京 

付加車線 

新潟方面（東松山 IC 側） 

からの本線車線 

◆付加車線の設置状況（高坂ＳＡ付近上り線） 

付加車線 

＜凡例＞ 

東京方面 

走行車線 

新潟方面 

走行車線 追越車線 付加車線 



 

 

４．渋滞対策事業箇所位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【令和７年３月２８日 運用開始】 

高坂ＳＡ付近（上り線） 

延長２．２ｋｍ 

今回運用開始 

事業中の箇所 

対策済みの箇所 

＜凡例＞ 

【事業中】 
鶴ヶ島ＩＣ付近（上り線） 

延長２．２ｋｍ 

【令和７年３月２８日 運用開始】 

高坂ＳＡ付近（下り線） 

延長０．５ｋｍ 

【事業中】 
高坂ＳＡ付近（下り線） 

延長０．８ｋｍ 

【事業中】 
高坂ＳＡ付近（上り線） 

延長１．２ｋｍ 

② 

① 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

番号 対策済みの箇所 延長 

①  渋川伊香保ＩＣ付近（上り線） １．８ｋｍ 

②  前橋ＩＣ付近（上り線） １．８ｋｍ 

③  本庄児玉ＩＣ付近（上り線） １．７ｋｍ 

④  花園ＩＣ付近（上り線） ２．６ｋｍ 

⑤  花園ＩＣ付近（下り線） ０．９ｋｍ 

⑥  嵐山ＰＡ付近（上り線） ２．８ｋｍ 

⑦  坂戸西スマートＩＣ付近（上り線） １．３ｋｍ 

⑧  坂戸西スマートＩＣ付近（下り線） ０．５ｋｍ 



 

 

高坂ＳＡ

下り線

高坂ＳＡ

上り線

５．運用開始イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

  
 

現 在 

完成：今回運用開始 

凡例 

：工事中区間 

：運用開始区間 

下
り
線 

上
り
線 

至 新潟 

至 東京 

下
り
線 

上
り
線 

至 新潟 

至 東京 

ＮＥＸＣＯ東日本グループでは、２０２１～２０２５年までの期間を「ＳＤＧｓの達成に貢献し、新たな未

来社会に向け変革していく期間」と位置づけ、様々な取り組みを行っています。 

今回の「関越道 高坂ＳＡ付近での付加車線の運用開始」の取組みについては、高速道路ネットワ

ークの整備・強化により、地域経済の活性化や地域医療の支援などにつながる事業活動としてＳＤＧ

ｓ目標の３番、８番、９番、１１番に貢献するものと考えています。 

 

付加車線 2.2 km 

付加車線 0.5 km 


